
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談の流れ 相談者からの連絡 

不安や悩み、困り事などに

ついてお話を聞かせていた

だき、親子の状況と課題を

整理します。 

望む生活を送るために必要

なもの・必要なことをいっ

しょに考え、対応を助言・提

案します。 

必要に応じて、福祉サービス

や関係機関の紹介や利用申

請の支援をします。 

福祉サービスの利用にはサービス利用計画が必

要です。利用計画は「そら」でも作成します。 

経過についてお話をうかが

い、必要に応じて支援方法の

見直しをします。 

状況が改善し、支援が不要に

なれば、相談は終結します。 

子育ての喜怒哀楽をあなたといっしょに。 

子育てがしんどい… ただ話を聞いてほしい… 
子どもとうまく 

関わりたい… 

「発達の特性」「障害」

について知りたい… 

「福祉サービス」に 

ついて知りたい… 

園や学校で子どもが 

うまくいっていない… 

ぐちることも嘆くことも大

切です。日々の苦労を吐き出

してください。 

助言はいらないけれど、とに

かく聞いてほしい、という相

談もあってよいはずです。 

子どもとうまく関わり、良い

親子関係を築くためのコツ

や工夫をお伝えします。 

子どもが何らかの「特性」や「障

害」をもっている場合、その理

解が子育てに役立ちます。 

子どもは親の力だけでなく、社

会で育てるものです。うまく支

援を活用していきましょう。 

集団生活は様々な苦労を伴いま

す。より良い保育・教育環境の確保

に向けて、一緒に知恵を絞ります。 

相談は無料です。 

子ども（子育て）についてはさまざまな相談先があり、どこに相談するのかを選ぶところから悩まれる方がい

るかもしれません。私たちは、精華町に根ざして、子育ての不安、悩み、困りごとを日常的に安心して相談でき

て、喜びも悲しみも親子といっしょに分かち合えるような相談相手になることを目指しています（※ここでの

「子ども」は 0歳から 18歳までを想定しており、子ども自身からの相談も支援に含みます）。 

相談支援以外にも

こんな支援を 

行っています。 

つどいの広場（さんりんしゃ・いろは） 

児童発達支援（こねっく） 放課後等デイサービス（Libra） 

移動支援・行動援護 ペアレントトレーニング 

ひとり親家庭の子の居場所づくり 

発達に気がかりな点のある幼児に対

して、一人ひとりに合った発達支援

プログラムを行います。 

障害をもつ子どもがそれぞれの個性

や生活に合った放課後を過ごすため

の場づくりをしています。 

子どもの望ましい行動を増やしてい

けるように、グループで保護者向け

のトレーニングをします。 

ひとりで外出することが難しい障害

をもつ人たちといっしょに出かける

支援をします。 

主に 0～3 歳の子どもと保護者がつどい、子ども

を遊ばせながら、保育士や他の保護者とのつなが

りができる子育てひろばを開設しています。 

生活上の事情で学習機会が十分にもてない子ど

もへの学習支援と食事提供を行う居場所を週に

一度、開設しています。 


